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ご　　 挨　 　拶

児玉郡市防火安全協会

会 長　  入　　基　弘

児玉郡市広域消防本部

消防長    中 野  三 千 雄

　児玉郡市防火安全協会会員の皆様には平素から消防行政の推進にあたり多大

なご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　当消防本部では昨年５月に児玉分署新庁舎の運用が開始され、今年は本庄分署新庁舎が完成し運用

が開始されます。

　児玉分署へは新車両として５ｔの水を積載した水槽車が配備されました。これにより、火災の初動

体制が強化され、より一層、住民の安心安全につながると考えております。

　さて、昨年は、県内において２月に三芳町で大規模な倉庫火災が発生し、消火作業に困難をきたし

鎮火までに１３日を要しました。１２月にはさいたま市で風俗店ビル火災が発生し、５名の尊い命が

犠牲となりました。また、北海道札幌市では今年１月に高齢者が多く入居する下宿火災で１１名もの

尊い命が犠牲となりました。火災はちょっとした油断が積み重なれば、いつどこで発生しても不思議

ではありません。しかし、一人一人の防火意識や消防用設備の取り扱いの熟知で、火災の発生を未然

に防ぐことや、被害を最小限にとどめることは可能です。協会員の皆様方にあっては更なる防火対策

の徹底を図っていただくようお願いいたします。

　結びにあたり児玉郡市防火安全協会並びに各事業所のますますの発展と会員の皆様方のご健勝、ご

多幸を心からご祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

　会員の皆様をはじめ、消防機関や各関係団体の皆様方には日頃より当協会の

事業運営につきまして格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。　

　さて、昨年は７月に九州北部豪雨での土砂災害をはじめ、年明け早々には草津白根山が噴火し多く

の死傷者が出るなど、毎年のように「数十年に一度」や「観測史上初」といわれる自然災害が相次い

で発生し、甚大な被害をもたらしています。さらに、昨今騒がれている首都直下型地震や東海・東南

海地震の発生が危惧される中、南海トラフ地震については、今後３０年以内の発生確率を「７０％程度」

から「７０～８０％」に引き上げられるなど大規模な大地震がいつどこで発生しても不思議ではない

状況に防災・減災対策の取組の重要性はますます高まっています。

　このような状況下の中、当協会といたしましては、消防機関をはじめとする関係団体と緊密な連携

のもとに各種事業による更なる防火防災思想の普及啓発と危険物による事故防止の徹底を図り、安心

安全な地域社会の実現の一翼を担うため、協会一丸となって邁進していく所存です。会員皆様におか

れましては、引き続き防火防災対策に積極的に取り組んでいただき、各事業所の安全体制の確立にご

尽力いただきますようお願い申し上げます。

　結びに、皆様方のますますのご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。
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定例総会

平成29年度埼玉県危険物安全協会連合会表彰 平成29年度児玉郡市防火安全協会表彰

防火安全協会が開催・協賛した事業

【優良危険物事業所表彰】
有限会社田島燃料　様

【優良危険物取扱者表彰】
有限会社いりプロパン　大橋  真　様
ソーリア　大塚博之　様

【優良普及啓発活動表彰】
有限会社飯塚商店　様
社会福祉法人こざくら福祉会　こざくら保育園　様

【優良事業所表彰】
社会福祉法人友愛会　グリーンヒル美里　様
エーザイ株式会社　本庄事業所　様
大和紙器株式会社　埼玉工場　様　

【協会功労表彰】
さいたまセレモニーホール本庄　様
株式会社フジアイタック美里工場　様
イオンタウン上里　様

名　称：株式会社セイワ様
所在地：本庄市早稲田の杜五丁目
事　業：解体工事・土木工事等
　　　　ご連絡お待ちしています。

名　称：特定非営利活動法人ひだまり様
所在地：本庄市千代田３丁目
事　業：障がい者支援事業について、お困りの方
　　　　はお気軽にご相談ください。

新会員の紹介

☆随時新会員募集しております☆
児玉郡市防火安全協会の主旨にご賛同いただける事業所がございましたら、是非ご紹介ください。

　平成２９年５月１９日（金）、埼玉グランドホテル本庄において、児玉郡市防火安全協会定例総会が会
員７９名出席のもと開催されました。
　定例総会では、６議案が審議され、全て原案のとおり承認されました。続いて、公益社団法人埼玉県
危険物安全協会連合会表彰の伝達及び児玉郡市防火安全協会表彰式が執り行われました。
　定例総会終了後、会場を移し懇親会が催され、会員相互の親睦が深りました。



火災予防ポスター展
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　 本庄市・美里町・神川町・上里町の小学４・５・６年生を対象に、火災予防ポスターを募集したとこ
ろ、２２の小学校から作品の応募があり、３,２５８作品の中から２３３作品が入選となりました。
　入選作品の中から、金賞・特別賞・銀賞・銅賞を選出するため、平成３０年１月２２日（月）に児玉郡
市広域消防本部多目的ホールにおいて、児玉郡市防火安全協会の入会長と埼玉県北部教育事務所美術担当
教諭にご協力をいただき、審査会を開催いたしました。入選作品がいずれも素晴らしいため、甲乙つけ難
い審査会となりました。春季全国火災予防運動に合わせ、「イオンタウン上里」様に展示され多数の来場
者で賑わいました。

防火管理講習会

審査会及びポスター展会場の様子
（イオンタウン上里）平成３０年火災予防ポスター

金賞・特別賞受賞者（消防本部多目的ホール）

  右）防火管理講習の様子 

　平成２９年６月２１日（２時間）防火管理「再」
講習会、　７月２７・２８日 ( ２日間 ) 及び、平
成３０年２月７・８日 ( ２日間 ) 甲種防火管理「新
規」講習会を児玉郡市広域消防本部多目的ホー
ルにおいて開催いたしました。
　なお平成３０年度も甲種防火管理「新規」講
習を２回開催予定です。開催日等は、市町広報
誌及び消防本部ホームページに掲載されますの
で、事業所における人事異動等で資格者の不足
が予想される場合は、計画的にご受講ください。



県外視察研修
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　平成２９年９月２１日（木）・２２日（金）の２日間、県外視察研修会を開催しました。
　初日は、リニューアルオープンしたばかりの「横浜市民防災センター」で防災減災を学び、その後国内
最大のシェアを占めるガソリンスタンドの総合メーカー「株式会社タツノ横浜工場」で最新機器の性能と
安全技術を実機を目の前に有意義な視察をしていただきました。
　２日目には、「富士山レーダードーム館」で昭和３９年から３５年間日本の台風観測の砦として活躍し
たレーダーの軌跡や現在の気象観測について視察いただきました。
　いずれの施設も自助·共助に役立つもので､自宅·事業所等でも活用いただける濃密な研修となりました。

 親善ゴルフ大会
　平成２９年１０月２７日(金)、こだま神川カントリー
クラブ様において、会員親善ゴルフ大会が開催されまし
た。
　当日は晴天で風もなく最高のゴルフ日和の中、１９名
会員様にご参加いただき、会員様の交流を深めていただ
きました。
　また、開催にあたり多数の会員様より賞品を協力して
いただき、大変ありがとうございました。

 左上）横浜市民防災センターでの様子
 中段）㈱タツノ横浜工場での様子
 左下）富士山レーダードーム館での様子

優 　 勝　　阿野行男様　　社会福祉法人友愛会
　　　　　　　　　　　　 グリーンヒル美里
準 優 勝　　荒井洋三様　　荒井商店
３　  位　　室田幸広様　　㈱本庄防災設備

結　  果
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児玉郡市防火安全協会特別講習会

第31回自衛消防隊屋内消火栓操法大会第 31回自衛消防隊屋内消火栓操法大会

消防への助成（消防職員意見発表会）

　平成２９年６月２８日(水)及び１１月１５日（水）に児玉郡市広域消防本部多目的ホールにおいて、
児玉郡市防火安全協会特別講習会(第１回・第２回）を開催いたしました。
　「危険物技術基準と保安対策」、「消防用設備の基本と活用方法」について、各２時間の講習を児玉郡
市広域消防本部予防課職員が行ったもので、事業所における安全意識の普及啓発を進めることを目的とし
実施いたしました。両日とも募集定員を上回る申し込みがあり、１１７事業所１１７名の方に受講修了証
を交付いたしました。定員に達してしまったため、一部の会員様には受講していただくことができません
でしたが、来年度も開催する予定ですので是非ご参加ください。

　平成２９年１２月１９日（火）消防本部多目的ホー
ルにおいて、第２０回児玉郡市広域消防本部消防職
員意見発表会が開催されました。
　この発表会は、消防組織の更なる発展を目的とし、
業務や活動に対する課題等を意見として発表するも
ので、第３９回埼玉県消防職員意見発表会への代表
者選考を兼ねて開催しています。精鋭職員５名が参
加し、これからの児玉郡市を担っていくに相応しい
内容の発表が行われました。
　児玉郡市防火安全協会では、参加賞助成を行い、
消防本部と協会で共に地域の安全・安心を守る役割
の大切さを共有しました。

　毎年多数の事業所から参加いただいている自衛消防隊屋内消火栓操法大会ですが、開催を予定していま
した平成２９年１０月１３日及び予備日の１０月１９日があいにくの雨天であったため、今年度の開催を
見送りました。
　平成３０年度に改めて第３１回大会を開催いたしますので、多数の事業所から気迫あふれるチームの参
加をお願いいたします。

上）第１回講習会の様子
右）第２回講習会の様子
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賀詞交歓会

住宅用火災警報器設置対策広報

　平成３０年２月１６日（金）五州園において、顧問吉田信解本庄市長のご臨席を賜り、６５名の参加
で、平成３０年賀詞交歓会が開催されました。
　会員間の交流と親睦を深め、新しい年の始まりにふさわしいお祝いができました。

　秋季・春季全国火災予防運動初日の平成２９年１１月９日（木）と平成３０年３月１日（木）に、住
宅用火災警報器設置対策広報を本庄駅自由通路とベイシア本庄早稲田ゲート店店頭で実施しました。
　住宅用火災警報器の設置率は、全国８１．７％・埼玉県７７．８％・児玉郡市５４％となっていま
す。
　児玉郡市（本庄市·美里町·神川町·上里町）の設置率は埼玉県下ワースト１となっており、汚名返上
のために埼玉県下初「本庄市シルバー人材センター」と連携した住宅用火災警報器設置取付け業務を
平成２９年１月よりスタートしました。
　住宅用火災警報器の設置がまだの方は早急に設置を、設置がお済の方は定期的な点検・交換をお願い
いたします。

顧問吉田信解本庄市長のご祝辞 入会長の挨拶

【住宅用火災警報器の設置が必要な場所】
・寝室（就寝時の逃げ遅れを防ぐ）
・階段の上端（階段は煙の通り道）
　その他の細かい基準や不明点は、消防本部予防課又はお近くの
消防署へお問い合わせください。
　児玉郡市広域消防本部予防課　【電話　０４９５- ２４- ８３９２】
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１腐食のおそれが特に
　高い地下貯蔵タンク

２腐食のおそれが
　高い地下貯蔵タンク

３上記以外の
　地下貯蔵タンク

①内面ライニング（ＦＲＰコーティング）
②電気防食
※　①又は②のいずれかの措置を実施

①内面ライニング（ＦＲＰコーティング）
②危険物の漏れを早期に検知する設備
③電気防食
※　①､ ②又は③のいずれかの措置を実施

現行基準どおり

重要なお知らせ
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　会員皆様のご協力をいただき、「協会だより」も第９号を発行する運びとなりました。今号の
表紙は平成２９年度末に完成予定の本庄分署です。完成の際はお披露目式を行いますので、是非
お越しください。
　なお、協会への意見やご寄稿等ございましたら、お気軽にお声掛けください。
　電話（０４９５－２４－８３９２）、FAX（０４９５－２４－８３９３）又はメール
（boukakyoukai@kodamakouiki.jp）でお知らせください。
　今後も事業所及び地域へ微力ながら貢献していきたいと考えておりますので、会員皆様のご支
援とご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　 　　　 題字・前会長（田島英治）

１　腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク１　腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク

２　腐食のおそれが高い地下貯蔵タンク２　腐食のおそれが高い地下貯蔵タンク

地下貯蔵タンクの流出防止対策について
（地下貯蔵タンクを所有されている事業者の方へ）

　危険物施設における流出事故件数の増加傾向を背景として、地盤面下に直接埋設された鋼製一重殻タン
クについて、埋設年数、設計板厚等に応じて腐食のおそれが「①特に高いもの」と「②高いもの」に区分し、
その区分に応じて腐食の防止を図る等の措置を講じなけらばならないこととなっています。

設置年数 タンク外面の塗覆装の種類 設計板厚

５０年以上

アスファルト すべての設計板厚
モルタル ８．０ｍｍ未満
エポキシ樹脂等 ６．０ｍｍ未満
強化プラスチック ４．５ｍｍ未満

４０年以上５０年未満 アスファルト ４．５ｍｍ未満

設置年数 タンク外面の塗覆装の種類 設計板厚

５０年以上
モルタル ８．０ｍｍ以上
エポキシ樹脂等 ６．０ｍｍ以上
強化プラスチック ４．５ｍｍ以上１２．０ｍｍ未満

４０年以上５０年未満

アスファルト ４．５ｍｍ以上
モルタル ６．０ｍｍ未満
エポキシ樹脂等 ４．５ｍｍ未満
強化プラスチック ４．５ｍｍ未満

３０年以上４０年未満
アスファルト ６．０ｍｍ未満
モルタル ４．５ｍｍ未満

２０年以上３０年未満 アスファルト ４．５ｍｍ未満

流出事故防止対策措置フロー図


